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▲

大
会
の
様
子（
玉
入
れ
）

▲

会
場
の
様
子

▲奥出雲の自然を感じながら歩く参加者たち

▼吾妻山の草花を観察する子どもたち　
ヤ
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退
治
な
ど
、

神
話
の
舞
台
と
な
っ
た
斐
伊
川
に

沿
っ
て
、
源
流
か
ら
河
口
ま
で
約

八
十
八
�
を
踏
破
す
る
「
お
ろ
ち

ウ
ォ
ー
ク
」
が
八
月
二
十
六
日
か

ら
二
十
八
日
の
三
日
間
の
日
程
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
お
ろ
ち
ウ

ォ
ー
ク
実
行
委
員
会
（
青
木
誠
会

長
）
が
主
催
し
、
全
国
各
地
か
ら

約
四
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
往
復
約
十
�
の
船
通

山
登
山
に
挑
戦
。
二
日
目
は
、
地

元
か
ら
十
二
人
の
デ
イ
リ
ー
隊
も

加
わ
り
、
斐
乃
上
荘
を
出
発
し
、

雲
南
市
吉
田
町
ま
で
の
三
十
六
�
、

三
日
目
は
斐
伊
川
河
口
ま
で
の
四

十
四
�
を
歩
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
奥
出
雲
の
自
然
と

斐
伊
川
の
流
れ
を
眺
め
、
神
話
の

世
界
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
の
旅
を
楽
し
み
ま
し
た
。

▲キャプション

▲座談会会場の様子（馬木）

▲

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

る
び

パ
　
ー

セ
ン
ト

セ
ン
チ

▲

熱
気
あ
ふ
れ
る
踊
り
で
賑
わ
う
通
り

▲

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
ど
う
屋
台 た

だ
し
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　８月24日、大呂愛宕祭が鳥上地区大呂地内で行われ、多くの人で賑わいました。
　この祭りは、およそ300年以上の歴史を持つ伝統的な夏祭りで、毎年、どう屋台や趣向を凝ら

したデコ屋台、ねぶたなどの行列が巡行し、夏夜
を彩っています。
　この日は、夕暮れから山車行列が地区内を進み、
大呂愛宕大権現を目指しました。
　幻想的にライトアップされたどう屋台では、華
やかな衣装をまとった子どもたちが、笛の音に合
わせて太鼓やチャンチャの音色を響かせ、訪れた
人たちは、夕闇を彩る幻想的な光景と音色に酔い
しれていました。

　８月24日、25日の両日、三成愛宕祭が三成中心
市街地で開催されました。
　24日の本祭りでは、町民有志など若者約100人
による「仁多御輿連」の御輿担ぎや、仁多乃炎太
鼓の太鼓演奏に合わせた「愛宕踊り子連」などに
よる威勢の良い踊りなど、県内外の7団体の「仁
輪加」が熱気漂う通りを練り歩きました。
　また、会場には４箇所のステージが設けられ、
神楽社中の公演や山陰を中心に活動するアーティスト「ことのは」と六子さんのライブなどで賑
わいました。
　愛宕神社とライトアップされた「一夜城」の下で、会場となった通りには多くの露店が並び、
大勢の人で夜遅くまで夏祭りの熱気に満たされていました。

　
町
民
の
皆
様
か
ら
、
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
意
見
や
要
望
を
聴
き

町
政
に
反
映
す
る
、
平
成
二
十
三

年
度
町
政
座
談
会
が
七
月
か
ら
八

月
に
か
け
て
、
町
内
九
地
区
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
会
場
に
は
、
自
治
会
長
を
は

じ
め
各
種
団
体
の
代
表
者
や
町
議

会
議
員
、
多
く
の
地
区
住
民
が
出

席
し
ま
し
た
。

　
座
談
会
で
は
、
各
地
区
か
ら
、

庁
舎
建
設
、
防
災
対
策
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
、
各
地
区
の
観
光
資
源

の
活
用
策
や
高
齢
者
へ
の
生
活
支

援
策
な
ど
、
幅
広
い
内
容
に
つ
い

て
の
意
見･

要
望
が
出
さ
れ
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
町
で
は
、
座
談
会
で
議

論
さ
れ
た
意
見･

要
望
を
踏
ま
え
、

各
政
策
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
意
見･

要
望
の
詳
し
い

内
容･

回
答
に
つ
い
て
は
、
町
広

報
九
月
号
に
合
わ
せ
て
配
布
す
る
、

自
治
会
回
覧
文
書
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
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地区 開催日 会場 参加者数
布勢
三成
亀嵩
阿井
三沢
鳥上
横田
八川
馬木

7月12日
7月19日
7月23日
8月 5日
7月16日
7月30日
7月27日
7月21日
7月15日

佐白ふれあいセンター
カルチャープラザ仁多
玉峰山荘交流館
あいコミュニティセンター
三沢公民館
斐乃上荘
雲州算盤伝統産業会館
八川コミュニティセンター
馬木コミュニティセンター

35人
22人
26人
53人
40人
29人
26人
32人
43人

　
吾
妻
山
の
自
然
の
中
で
様
々
な

生
活
体
験
を
す
る
「
吾
妻
山
の
び

の
び
キ
ャ
ン
プ
」
が
、
八
月
十
日

か
ら
三
泊
四
日
の
日
程
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
夏
休
み
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
行
わ
れ
る
こ
の
キ
ャ
ン
プ
に
、

今
年
は
町
内
外
の
小
学
生
三
十
一

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
横
田
山
の
会

や
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

火
お
こ
し
、
自
炊
、
星
空
や
自
然

の
観
察
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
、

自
然
の
中
で
様
々
な
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
三
日
目
の
夜
に
は
、
キ

ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
炎
に
照
ら
さ
れ
る
中
で
、

合
唱
や
出
し
物
を
披
露
し
、
キ
ャ

ン
プ
の
夜
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
こ

の
キ
ャ
ン
プ
を
通
じ
て
、
仲
間
と

協
力
す
る
こ
と
や
何
に
で
も
挑
戦

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
、
素

晴
ら
し
い
夏
休
み
の
思
い
出
を
作

り
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
三
年
度
鳥
上
地
区
民

体
育
大
会
が
九
月
四
日
、
鳥
上
小

学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
台
風
に
よ
る
天
候
不

良
の
た
め
屋
内
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
全
十
二
種
目
に
汗
を

流
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多

く
の
地
区
民
が
参
加
し
て
賑
わ
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
日
に
予
定
さ
れ
て
い

た
、
横
田
地
区
、
馬
木
地
区
の
大

会
は
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
八
月
二
十
八
日
、
毎
年
恒
例
と

な
っ
て
い
る
陰
陽
少
年
剣
道
大
会

が
、
町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
日
は
、
県
内
外
か
ら
約
四

百
五
十
人
の
少
年
剣
士
が
参
加
。

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
よ

う
と
、
懸
命
に
戦
っ
て
い
ま
し
た
。

　
奥
出
雲
町
か
ら
の
参
加
者
で
、

三
位
以
上
の
受
賞
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
強
豪
相
手
に
健
闘
し

ま
し
た
。
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